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健康保険組合専門のコンサルティング企業とベルシステム 24 の医薬関連サービス部門が

提携し全国規模での効果的・効率的発症予防支援サービスを開始 

 

株式会社ウェル・ビーイング(代表取締役 鈴木誠二)は、超高齢社会における医療保障支援体制の

あり方を考え、ベルシステム 24（東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-34-7 代表執行役社長 矢原史朗）

の医薬関連サービス部門と業務提携することにしました。これにより、企業健保・協会けんぽ・市

町村国保に至るまで、医療費と健診データの解析を基にした予防可能な疾病の発症や重症化の予防

が、対象者の絞り込みから個別支援まで、全国規模でのワンストップサービスが可能となります。 

 

「社会保障と税の一体改革」が議論されています。高齢化に伴って増大する医療費の原資をどこか

ら調達するかの論議も重要ですが、同時に、限られた原資を有効に活用するための新しい社会保障

の仕組み創りは本質的課題であると考えます。 

私たちは、現場ではどのような事が課題なのかを取材と医療費や健診データの解析から明確にし、

誰に対してどのような支援をすることが発症予防・重症化予防に有効なのかを検討しました。 

その結果、医療費の分析から予防可能疾病を明らかにし、金額や罹患者数から優先順位付けを行

い、またどのような人が発症しやすいのかを健診データの分析から明確にするシステムを開発しま

した。 

これにより、特定健診・保健指導同様、発症・重症化リスクの高い方々を明確にして、その方々

の予防に最も効果的な健康行動を取って頂く保健指導を効果的・効率的に行うことが可能になりま

した。 

業務提携により全国規模でのサービスが可能となった内容は以下の通りです。 

 

１．予防可能な疾病が、どこでどの程度起こっているかを明確にする医療費分析 

２．健診および問診データから、予防可能な疾病を発症または重症化する可能性の高い方を明確 

にする健診データ分析 

３．発症または重症化する可能性の高い方に対し、①誰が支援責任者となって ②最も有効な健

康行動は何かを明確にし ③いつまでにその行動を実施するのかを決定し ④それは実行で

きたか否かを評価する特定保健指導・受診勧奨・高齢者健康支援 
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